
 

§協会の動き（平成 2７年４・５・６月分） 

 

☆ 若手・中堅技術者座談会の開催            [40周年記念事業・人材育成委員会事業] 

  ４月２２日(水)建産連研修センター特別会議室において会員企業の若手・中堅技術者による座談会が開

催されました。詳細につきましては、協会ホームページの「広報誌 彩の耀 第 174 号」をご覧くださ

い。 

 

☆ 平成２７年定時総会・４０周年記念式典を開催 

  平成２７年定時総会及び４０周年記念式典を５月２８日にホテルブリランテ武蔵野で開催いたし

ました。 

総会では議事に入る前に、平成２６年度の共同購買事業で最も実績を挙げたさいたま支部(川合 昭

さいたま支部長)へ報奨金が島村会長より授与されました。その後、平成２６年度の会務報告と収支

決算を審議し原案通りに承認され、平成２７年度事業計画・収支決算について報告説明がありまし

た。 

平成 27年度事業としては、これまで地道に進めてきた事業を継承しながら、昨年から始まった担

い手育成に関する県の受託事業に注力し、就労支援・技術育成事業をさらに推し進め、深刻化して

いる業界の人材不足に正面から対処していく方針です。 

総会後、会場を移して４０周年記念式典を開催しました。まず基調講演として岡村一巳４０周年

特別委員長が「電業協会４０年のあゆみ」をテーマに協会の足跡を振り返りました。また、記念講

演では経済アナリストの森永卓郎氏を招き、「埼玉の経済動向と企業戦略～電気設備業のがっちり戦

略」についてお話いただきました。 

記念祝賀会には正会員・賛助会員のほか、上田清司県知事、越智繁雄関東地方整備局長、本木茂

県議会議長をはじめとする多くのご来賓の皆様にご出席いただき、４０年に及ぶ電業協会の足跡を

振り返りつつ、今後の活動への期待を込めたご祝辞をいただきました。 

式典の詳細につきましては協会ホームページの「広報誌 彩の耀 第 174号」をご覧ください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

[総会風景]                 [島村会長 挨拶] 

 

 

 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 [岡村４０周年特別委員長 基調講演]       [森永卓郎氏 記念講演] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  [協会理事の紹介] 

 

 

 

 

 

 

 

 

       [上田県知事のご祝辞]         [本木県議会議長のご祝辞]      

 

 

 

 

 

 

 

         [越智関東地方整備局長のご祝辞]   [彩の国みどりの基金贈呈及び感謝状拝受] 

 



 

☆ フォローアップ研修会の開催        [担い手育成：企業対策委員会・人材育成委員会事業] 

 ６月９、１０日の２日間にわたり、県の建設業担い手育成事業受託業務であるフォローアップ研修を県

民活動総合センター(伊奈町)で開催いたしました。会員企業の入社１年以上の中堅社員１８名が参加し、

離職率を減らすため、働きやすい職場環境づくりやモチベーション向上策などを学びました。 

  フォローアップ研修は、講師の國實誠氏がリーダーを育てるための目標の具体化、コミュニケーション、

モチベーション、責任感などについて受講者参加型の研修を実施。電気管理技術講習は講師の須加直昭氏

が、危険予知訓練や事故防止のための電気設備機器の基本構造などについて解説しました。 

 ２日間のカリキュラムを終えた受講者には修了証が授与されました。 

[研修の様子]                  [修了証書授与] 

  

☆ あと施工アンカー講習会の開催                     [技術研究委員会事業] 

  ６月１１日にあと施工アンカー講習会を建産連研修センターにおいて開催いたしました。昨年に引き続

き公民共に建築物の改修工事が本格化する夏を前に、会員企業の電気技術・施工工事部門の職員２３名が

実務に沿った研修を行いました。 

座学を前に荒川事務局長が「夏に向け建築物の改修工事が増えてきており、アンカー施工方法と安全性

確保に対して厳しい目が集まっている。正しい知識に則った正確な施工を行っていただき、検査のときな

どにしっかりとした対応が出来るようになってほしい。」と挨拶しました。 

研修は約２時間の座学の後、駐車場に用意されたコンクリートブロックに数種類の金属系アンカーを実

際に打ち込みコツを掴んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 消防設備士甲種４類試験受験準備講習会の開催             [技術研究委員会事業] 

  ６月２３、２４日の２日間、建産連研修センターにおいて消防設備士甲種４類試験の受験準備講習会を

開催いたしました。参加者は電気工事士２種以上の資格を持つ技術者１２名で、埼玉会場で８月末に行わ

れる本試験突破を目指します。 



 

  講師は関根康明氏（ＳＥＥＤＯ）で消防の基礎知識、消防関係法令、消防用設備の工事・設備、鑑別、

製図などを解説し全員合格を目指します。 

 デパートやホテルなど不特定多数の人が出入りする建物

は用途・規模・収容人数に応じて、屋内消火栓設備、スプリ

ンクラー設備、自動火災報知設備などの設置が義務付けられ

ています。このうち共同住宅用自動火災報知設備などの工事

を行うには、甲種４類の消防設備士資格が必要とされており、

電気設備業に従事する者にとっては重要な資格となってい

ます。 

 


